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1 ．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

現地茶園における窒素濃度診断の簡便化を図るため，無機態窒素濃度

と電気伝導率（ＥＣ）との関係を明らかにし’．簡易窒素濃度診断法壱確

立した。

（１）無機態窒素濃度をｙ，ＥＣをｘとして回帰分析を行ったところ’この

両者の間には高い相関が認められ，土壌条件ごとの直線回帰式が得られ

た（表１）。

（２）無機態窒素濃度を直接測定せず，測定が迅速簡便なＥＣにより無機態

窒素濃度の推定ができる（図１）。

（３）茶園の窒素濃度診断による施肥効果は，農家慣行施肥に比べて収量が，

低くなる場合もあるが品質はむしろ高くなり’ほぼ１０％の施肥量を節減

することが可能である（表２）。

２）技術・情報の適用効果

普及所．農協などの土壌診断室あるいは農家自身によるＥＣを用いた

茶園の窒素濃度診断とそれに基づく効率的施肥ができ，’良質茶の低コス

ト生産が可能となる。

３）適用範囲
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4 ）成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）ＥＣから無機態窒素濃度を推定する方法は，土壌の種類や環境条件，

肥培管理の経歴などによって回帰式が異なると考えられるので，地域別

に回帰式を作成する必要がある。

（２）詳しい窒素濃度診断や施肥の方法については，「昭和６２．６３年度

農業関係の試験､研究成果」を参照する。
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無機態窒素濃度の実測値
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無機態窒素濃度とＥＣとの相関（平成元年 2年）表１
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